
特集：知ってほしい、医療的ケア児 ～地域の中でみんな一緒に～

同級生と水の生き物探し！（中央がBくん）

※こども家庭庁資料より飯田市にて一部加工

飯田市では、特別支援学校で学ぶこどもたちが、居住する地域の小中学校にも籍を置き、
小中学校のこどもたちと、学校行事や学習などに共に取り組む「副学籍」による交流および
共同学習を推進しています。こどもたちが地域で共に学び合い、
互いを理解し尊重しながら育っていく中で、
将来にわたって地域や仲間との
温かなつながりを持ち続け、
認め合って暮らせるようにとの
願いを込めています。

４歳から導尿の医療的ケアを受けています。保育園年長時に
こども発達センターひまわりから三穂保育園に転園しています。
今は飯田養護学校に通い、三穂小学校にも「副学籍」を置いて
います。

息子は、生まれた時から病気がありましたが、「地域の友達と共に育ってほしい」と思い、
地元の三穂保育園を卒園し、三穂小学校に副学籍を持ち、学校行事やお楽しみ会などがあ
る日に通っています。
音楽会の練習にも参加し、音楽会当日はお友達と共に発表のステージにも立ちました。
また、地元のイベントにも参加し、学校での交流のほかにも地域の人たちと関わる経験も

しています。他の子と変わらず、見かけたら気軽に声をかけてほしいなと思います。

クラスの子たちはＢくんのことを自分たちの仲間だという意識で関わっています。あいさ
つはもちろん、名前を呼び合いハイタッチするなど、楽しいことを教え合うような温かい関
わりが自然と生まれています。
住んでいる地域に仲間がいることが本人にとって心の支えになり、大人になってもつな

がる地域の仲間になると思うので、一緒に過ごす機会を大事にしたいと思っています。

友だちと同じ場所で生活していく中で、表情もだんだん豊かになってきました。運動会や
遠足、年長特別保育にも参加し、「楽しかった」「うれしかった」「悔しかった」「悲しかった」
などの感情を友だちと分かち合い、自然と仲間意識も育ってきました。卒園式の日に親指
でグー！とアピールをして門を出ていく姿はずいぶんたくましくなっていました。これからも
さまざまな人と関わりながら力強く育ってほしいと願います。

令和６年４月から、医療的ケア児等（大人も含む）の支援を総合的に調整する専門職「医療的ケア児等コーディネー
ター」を飯田市こども発達センターひまわりに配置しました。生活の場を中心に、本人やご家族への支援がスムーズに
行われるように、支援者への支援、関係機関とのスムーズな連携や業務調整、地域の体制整備を行います。

副学籍で学ぶ 医療的ケア児等コーディネーター

三穂地区在住　Bくん

医療的ケアを日常的に必要とされる本人や
ご家族が、安全安心に地域生活を

送り続けられるように、
関係機関などと協力しながら取り組んでまいります。

どんなことでも結構ですので
ご相談ください。

丸山 晃治 松本 香織

私たちが、医療的ケア児等コーディネーターです

◉連絡先／飯田市こども発達センターひまわり　􀌿􀌿０２６５（２３）６０９７

医療的ケア児支援法の基本理念の実現
●医療的ケア児の日常生活・社会生活を社会全体で支援
●個々の医療的ケア児の状況に応じ、切れ目なく行われる支援
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